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日本学生航空連盟 
新型インフルエンザ対応について 

 
メキシコとアメリカからの新型インフルエンザによる死亡者の報告を受けて、WHO は、警戒レベル

を｢フェーズ５｣に引き上げました。 
現時点で連盟は基本的な対応として、連盟行事や合宿活動については、健康状態に留意しながら通常

どおり実施します。しかし、国内で発症者が出た場合は、合宿活動を中止し、訓練所の閉鎖を検討して

います。また、連盟行事は自粛を考えています。下記の事項に留意して活動をお願いします。詳細は、

状況によりかなり変わる可能性がありますので、最新情報をご確認下さい。 
 
（１） 連盟行事や合宿活動に際して、 

1. 合宿に際して各校は、うがい薬、手洗い石鹸、マスクなどの衛生用品を用意する。 
2. 各訓練所は、備蓄品（ポリバケツ、消毒用塩素剤、ゴム手袋、体温計等）を確認する。 
3. 加盟各校の新型インフルエンザの対応情報を確認して、その指示に従ってください。 
4. 訓練所がある地方自治体の対応情報を確認して、その指示に従ってください 
5. 特に健康状態に留意して、手洗い、うがいの励行を徹底させて下さい。 
6. 合宿中に体調の優れない学生がいた場合は、医者の指示に従い、訓練所長を通じて連盟に連絡

してください。 
 

（２） 大学内での帰省先を含む連絡体制の確認 
国内発症が確認された時点で、学生を親元の帰省先に帰す指示を出す大学もあるようです。合宿や

連盟行事に際して、参加者の帰省先を含む連絡先の把握を事前に実施して下さい。また、状況により

感染ルートの確認のために宿泊者や参加者の確認が必要になることがありますので、各校での把握を

お願いします。 
 

（３） 連盟内の連絡体制 
各校部員→主将→監督→航空部長 
    ↓ 
    訓練所長→参事及び訓練部長→事務局長→専務理事 

 
以上 


